
実施施策

徳島空港環境データ

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

794,272 893,772 969,186 1,013,658 1,007,627 1,070,826 1,127,276 1,184,979 1,138,957 259,876 397,599 839,163

4,654 4,831 5,018 5,604 5,279 4,870 4,862 5,225 5,130 2,477 3,290 4,728

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

エネルギー 施設用 電　力 売電 kwh／年 2,496,747 2,548,416 2,544,826 2,380,880 2,363,222 2,491,349 2,558,228 2,475,796 2,496,348 2,056,983 2,337,481 2,339,251

使用量 自家発電など kwh／年 8,009 5,919 8,543 7,428 7,368 7,806 7,634 8,115 8,173 8,416 8,266 8,966

ガ　ス 都市ガス m
3
／年

プロパンガス m
3
／年

その他 Ａ重油 ㍑／年

軽油 ㍑／年

灯油 ㍑／年

ガソリン ㍑／年 676 572 564 564 572 623 607 660 626 616 591 656

車両用 軽油 ㍑／年 49,908 55,563 47,714 45,264 49,596 60,947 65,031 61,867 65,957 35,274 43,251 57,276

ガソリン ㍑／年 19,711 15,860 15,808 11,097 8,815 9,091 10,486 13,799 1,909 1,425 1,964 1,661

水使用 上水使用 水道水 m
3
／年 6,910 7,839 7,870 7,926 7,829 8,163 8,663 8,909 8,980 8,807 8,849 13,677

井戸水 m
3
／年

その他 m
3
／年

m
3
／年

m
3
／年 6,910 7,839 7,870 7,926 7,829 8,163 8,663 8,909 8,980 8,807 8,849 13,677

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

保有車両台数 エコカー 電気自動車 台

ハイブリッド車 台 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

天然ガス車 台

LPガス車 台

その他 台 1 1 1 1 1

その他 ディーゼル車 台 26 26 30 30 30 39 40 42 38 37 37 37

ガソリン車 台 4 4 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6

台 31 31 38 38 38 47 48 50 46 45 45 45

％ 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

徳島空港実施状況報告書

合　　計

エコカー導入率

中水使用

下水処理量

＜令和４年度環境施策実施状況＞
・中央監視装置で効率的な空調管理を実施
・水道・照明の一部に人感センサーを導入し、電気水道使用量を削減
・旅客ターミナルビルの窓ガラス面に遮熱フィルム貼付や空調フィルターの定期清掃等を実施することで、空調設備への過負荷によるCO2の排出を抑制
・直営売店においてバイオマス材料を原料としたビニール袋を使用
・貨物搭載用のフォークリフトにおいて水素フォークリフト使用（2023年3月31日で終了）
・EV充電器を設置し一般向けに開放
・徳島森林づくり推進機構が行う「とくしま協働の森づくり事業」に寄付し、CO2削減事業に貢献
・コピー用紙の削減（両面印刷、ミスプリント裏面使用、資料のデータ化など）
・ターミナルビル周辺のゴミ拾い
・ビル前、館内への植栽の設置
・水素フォークリフトの導入
・アイドリングストップ　継続
・運転手に対するエコドライブ教育を実施

発着回数（回）

取扱旅客数（人）

＜次年度以降の取り組み＞
・前年度取組内容を継続して実施
・スマート水素ステーション（ＳＨＳ）での水素生成は終了となるが、オフサイト（水素燃料搬送）でのフォークリフト（ＦＣＦＬ）の活用を続け環境施策に引き続き取り組む
・館内照明を完全LED化を実施
・車両代替に際して、環境配慮型車両の導入を検討。


